
富山大学の理念と目標

沿　革

　富山大学は、地域と世界に向かって開かれた大学として、人文社会科学、自然科学、生命科学を総合した特色ある国際水準の教育及び研究
を行い、人間尊重の精神を基本に高い使命感と創造力のある人材を育成し、地域と国際社会に貢献するとともに、科学、芸術文化、人間社会と
自然環境との調和的発展に寄与する。

理 念

目 標

Ⅰ 教育 － 高い使命感と創造力のある人材の育成 －
　富山大学は、学生の個性を尊重しつつ人格を陶冶するとともに、倫理観を育み、広い知識と深い専門的学識を教授することにより、「使命感と
創造力に富む人材を育成する総合大学」を目指す。
１．学生の主体的な学びを促し、多様な学修ニーズに応え、教育の質を保証するために、教育環境の充実と教育システムの改善を図り、教員の教
授能力の不断の向上に努める。 

２．学士課程では、教養教育と専門教育を充実し、グローバルな知識基盤社会に貢献できる、豊かな人間性と創造的問題解決能力を持つ人材を
育成する。 

３．大学院課程では、体系的で高度な専門教育を充実し、現代の多様な課題に果敢に挑戦し解決できる人材を育成する。

Ⅱ 研究 － 地域と世界に向けて先端的研究情報の発信 －
　富山大学は、学問の継承・発展と基礎的な研究を重視するとともに、現代社会の諸問題に積極的に取り組み、融合領域の研究を推進する。
また、基礎研究を充実するとともに、「地域と世界に向けて先端的研究情報を発信する総合大学」を目指す。 
１．真理を追究する基礎研究を尊び、学問の継承・発展に努めるとともに、地域や地球規模の課題解決、社会変革につながるイノベーションの創
出を推進する。 

２．先端的な研究環境を整備し、世界的な研究拠点を構築する。 
３．世界水準のプロジェクト研究を推進するとともに、研究成果を社会に還元し、世界の持続的な発展に貢献する。また、基礎的・萌芽的な研究を
積極的に発掘し、その展開を支援する。 

Ⅲ 社会貢献 － 地域と国際社会への貢献 －
　富山大学は、多様な分野からなる総合大学のスケールメリットを活かして、地域社会が抱える多様な問題及び地域を越えたグローバルな課題
に取り組み、「地域と国際社会に貢献する総合大学」を目指す。 
１．地域社会の教育と文化・芸術の発展に寄与するとともに、地域再興への先導的役割を果たす。 
２．地域の特性を活かし、産学官連携を通じて地域産業の活性化を促進する。 
３．地域の中核的医療機関としての大学附属病院は、専門性と総合性を併せ持つ質の高い医療を提供するとともに、地域の包括的な医療を牽引
する。 

４．大学間交流や国際貢献を推進するとともに、環境問題等の現代社会の重要課題に取り組む。 

Ⅳ 運営 － 透明性の高い大学運営 －
　富山大学は、教育、研究、社会貢献を積極的に推進するため、「大学運営において高い透明性を持ち、社会に開かれた総合大学」を目指す。 
１．国民から負託された国立大学法人であるとの明確な認識のもとに、透明性の高い効率的な大学運営を行い、社会に対する説明責任を果たす。 
２．学内外の意見と評価を大学運営に反映し、大学の人材、資金、施設・設備等の資源を最も有効に活用する。 
３．組織と構成員は自己点検と自己評価に努め、時代や社会の要請に対応して、改革と改善を果敢に推進する。 
４．個人情報の保護に努めつつ、情報公開を積極的に行い、構成員全てが持てる力を充分に発揮できる職場環境を構築する。 
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芸術文化学部設置　人間発達科学部設置（教育学部を改組）　和漢医薬学総合研究所設置（和漢薬研究所を改組）
学生支援センター、キャリアサポートセンター、アドミッションセンター、地域医療支援センター、地域づくり・文化支援センター設置
大学院生命融合科学教育部、大学院医学薬学教育部、大学院理工学教育部設置（大学院医学系研究科、大学院薬学研究科、大学院理工学研究科を統合・改組）
知的財産本部設置
地域連携推進機構設置（地域共同研究センター、生涯学習教育研究センター、ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー、地域医療支援センター、地域
づくり・文化支援センター、知的財産本部を統合・改組）
臨床倫理センター設置
高岡短期大学部廃止　自然科学研究支援センター設置（機器分析センター、放射性同位元素総合実験室、極低温量子科学研究センターを統合・改組）
大学教育支援センター設置
大学院芸術文化学研究科設置　大学院人間発達科学研究科設置（大学院教育学研究科を改組）
臨床倫理センターを臨床研究・倫理センターに改称
国際交流センター設置（留学生センターを改組）
環境安全推進センター設置（水質保全センターを改組）
教育・学生支援機構設置（学生支援センター、キャリアサポートセンター、アドミッションセンター、大学教育支援センターを改組）
研究推進機構設置（水素同位体科学研究センター、自然科学研究支援センター、極東地域研究センター、生命科学先端研究センターを改組）
教養教育院設置　大学院教職実践開発研究科設置
附属病院臨床研究管理センター設置（附属病院臨床研究推進センター、臨床研究・倫理センターを統合・改組）
都市デザイン学部設置、国際機構設置（国際交流センターを改組）
教員組織と教育組織分離の全学的実施　大学の数理及びデータサイエンスの全国展開事業（協力校）採択
芸術文化学部附属技藝院（文化財保存・新造形技術研究センター）設置　データサイエンス推進センター設置　アイドリング脳科学研究センター設置
先進アルミニウム国際研究センター設置　未病研究センター設置　ダイバーシティ推進センター設置
先進軽金属材料国際研究機構設置
教育学部設置（人間発達科学部を改組）　大学院人文社会芸術総合研究科設置（大学院人文科学研究科、大学院人間発達科学研究科、大学院経
済学研究科、大学院芸術文化学研究科を統合・改組）　大学院総合医薬学研究科設置（大学院医学薬学教育部を改組）
大学院理工学研究科設置（大学院理工学教育部を改組） 大学院持続可能社会創成学環設置 大学院医薬理工学環設置　先端抗体医薬開発センター設置
サステイナビリティ国際研究センター設置（極東地域研究センターを改組）
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沿　革

富山大学は、地域と世界に向かって開かれた大学として、人文社会科学、自然科学、生命科学を総合した特色ある国際水準の教育及び研究
を行い、人間尊重の精神を基本に高い使命感と創造力のある人材を育成し、地域と国際社会に貢献するとともに、科学、芸術文化、人間社会と
自然環境との調和的発展に寄与する。

理 念

目 標

Ⅰ 教育 － 高い使命感と創造力のある人材の育成 －
　富山大学は、学生の個性を尊重しつつ人格を陶冶するとともに、倫理観を育み、広い知識と深い専門的学識を教授することにより、「使命感と
創造力に富む人材を育成する総合大学」を目指す。
１．学生の主体的な学びを促し、多様な学修ニーズに応え、教育の質を保証するために、教育環境の充実と教育システムの改善を図り、教員の教
授能力の不断の向上に努める。

２．学士課程では、教養教育と専門教育を充実し、グローバルな知識基盤社会に貢献できる、豊かな人間性と創造的問題解決能力を持つ人材を
育成する。

３．大学院課程では、体系的で高度な専門教育を充実し、現代の多様な課題に果敢に挑戦し解決できる人材を育成する。

Ⅱ 研究 － 地域と世界に向けて先端的研究情報の発信 －
富山大学は、学問の継承・発展と基礎的な研究を重視するとともに、現代社会の諸問題に積極的に取り組み、融合領域の研究を推進する。

また、基礎研究を充実するとともに、「地域と世界に向けて先端的研究情報を発信する総合大学」を目指す。
１．真理を追究する基礎研究を尊び、学問の継承・発展に努めるとともに、地域や地球規模の課題解決、社会変革につながるイノベーションの創
出を推進する。

２．先端的な研究環境を整備し、世界的な研究拠点を構築する。
３．世界水準のプロジェクト研究を推進するとともに、研究成果を社会に還元し、世界の持続的な発展に貢献する。また、基礎的・萌芽的な研究を
積極的に発掘し、その展開を支援する。

Ⅲ 社会貢献 － 地域と国際社会への貢献 －
　富山大学は、多様な分野からなる総合大学のスケールメリットを活かして、地域社会が抱える多様な問題及び地域を越えたグローバルな課題
に取り組み、「地域と国際社会に貢献する総合大学」を目指す。
１．地域社会の教育と文化・芸術の発展に寄与するとともに、地域再興への先導的役割を果たす。
２．地域の特性を活かし、産学官連携を通じて地域産業の活性化を促進する。
３．地域の中核的医療機関としての大学附属病院は、専門性と総合性を併せ持つ質の高い医療を提供するとともに、地域の包括的な医療を牽引
する。

４．大学間交流や国際貢献を推進するとともに、環境問題等の現代社会の重要課題に取り組む。

Ⅳ 運営 － 透明性の高い大学運営 －
　富山大学は、教育、研究、社会貢献を積極的に推進するため、「大学運営において高い透明性を持ち、社会に開かれた総合大学」を目指す。
１．国民から負託された国立大学法人であるとの明確な認識のもとに、透明性の高い効率的な大学運営を行い、社会に対する説明責任を果たす。
２．学内外の意見と評価を大学運営に反映し、大学の人材、資金、施設・設備等の資源を最も有効に活用する。
３．組織と構成員は自己点検と自己評価に努め、時代や社会の要請に対応して、改革と改善を果敢に推進する。
４．個人情報の保護に努めつつ、情報公開を積極的に行い、構成員全てが持てる力を充分に発揮できる職場環境を構築する。
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昭和52年（1977）
昭和53年（1978）
昭和56年（1981）
昭和61年（1986）
昭和62年（1987）
平成 2 年（1990）
平成 3 年（1991）
平成 5 年（1993）
平成 6 年（1994）
平成 8 年（1996）

平成10年（1998）

平成11年（1999）

平成12年（2000）

平成13年（2001）

平成15年（2003）

平成16年（2004）

国立学校設置法により富山大学発足
（文理学部、教育学部、薬学部、工学部）
経済学部設置（文理学部より独立）
経営短期大学部併設
大学院薬学研究科設置
放射性同位元素総合実験室設置
大学院工学研究科設置　教養部設置（文理学部を改組）
和漢薬研究所設置
保健管理センター設置
人文学部、理学部設置（文理学部を改組）
大学院理学研究科設置
自然観察実習センター設置
大学院人文科学研究科設置
地域共同研究センター設置
経営短期大学部廃止
大学院経済学研究科設置
教養部廃止
大学院教育学研究科設置
生涯学習教育研究センター設置
大学院工学研究科を大学院理工学研究科に改称
（大学院理学研究科を廃止）

留学生センター設置　水素同位体科学研究センター設置
水質保全センター設置
機器分析センター設置
極東地域研究センター設置
ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー設置

総合情報基盤センター設置
極低温量子科学研究センター設置
国立大学法人法の規定により国立大学法人となる

昭和50年（1975）
昭和51年（1976）

昭和53年（1978）

昭和54年（1979）
昭和56年（1981）
昭和57年（1982）
昭和58年（1983）
昭和59年（1984）
平成 7 年（1995）
平成 9 年（1997）

平成14年（2002）

平成16年（2004）

平成17年（2005）

富山医科薬科大学開学　医学部設置 
薬学部設置（富山大学より移行） 
和漢薬研究所設置（富山大学より移行）、
大学院薬学研究科設置、放射性同位元素実験施設設置
附属病院設置
動物実験センター設置
大学院医学研究科設置
保健管理センター設置
実験実習機器センター設置
遺伝子実験施設設置
大学院医学研究科を大学院医学系研究科に改称
生命科学実験センター設置
（動物実験センター、遺伝子実験施設及び放射性同位元素
実験施設を改組）
国立大学法人法の規定により国立大学法人となる
生命科学先端研究センター設置
（生命科学実験センター及び実験実習機器センターを改組）

再編・統合前

再編・統合後

富山大学

昭和58年（1983）
昭和61年（1986）
昭和63年（1988）
平成 7 年（1995）

平成12年（2000）

平成13年（2001）
平成16年（2004）

高岡短期大学開学（産業工芸学科、産業情報学科） 
短期大学開放センター設置
専攻科地域産業専攻（１年制、1専攻）設置 
専攻科を２年制、３専攻に再編改組 
学科を産業造形学科、産業デザイン学科、
地域ビジネス学科の３学科に再編改組
保健管理センター設置
国立大学法人法の規定により国立大学法人となる

平成17年（2005）

平成18年（2006）
平成19年（2007）

平成20年（2008）

平成21年（2009）

平成22年（2010）

平成23年（2011）
平成24年（2012）
平成25年（2013）
平成26年（2014）

平成27年（2015）

平成28年（2016）

平成30年（2018）
令和元年（2019）

令和 2 年（2020）

令和 3 年（2021）

令和 ４ 年（2022）

令和 5 年（2023）

富山医科薬科大学

高岡短期大学

富山大学
富山大学、富山医科薬科大学及び高岡短期大学を再編・統合し、富山大学となる
芸術文化学部設置　人間発達科学部設置（教育学部を改組）　和漢医薬学総合研究所設置（和漢薬研究所を改組）
学生支援センター、キャリアサポートセンター、アドミッションセンター、地域医療支援センター、地域づくり・文化支援センター設置
大学院生命融合科学教育部、大学院医学薬学教育部、大学院理工学教育部設置（大学院医学系研究科、大学院薬学研究科、大学院理工学研究科を統合・改組）
知的財産本部設置
地域連携推進機構設置（地域共同研究センター、生涯学習教育研究センター、ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー、地域医療支援センター、地域
づくり・文化支援センター、知的財産本部を統合・改組）
臨床倫理センター設置
高岡短期大学部廃止　自然科学研究支援センター設置（機器分析センター、放射性同位元素総合実験室、極低温量子科学研究センターを統合・改組）
大学教育支援センター設置
大学院芸術文化学研究科設置　大学院人間発達科学研究科設置（大学院教育学研究科を改組）
臨床倫理センターを臨床研究・倫理センターに改称
国際交流センター設置（留学生センターを改組）
環境安全推進センター設置（水質保全センターを改組）
教育・学生支援機構設置（学生支援センター、キャリアサポートセンター、アドミッションセンター、大学教育支援センターを改組）
研究推進機構設置（水素同位体科学研究センター、自然科学研究支援センター、極東地域研究センター、生命科学先端研究センターを改組）
教養教育院設置　大学院教職実践開発研究科設置
附属病院臨床研究管理センター設置（附属病院臨床研究推進センター、臨床研究・倫理センターを統合・改組）
都市デザイン学部設置、国際機構設置（国際交流センターを改組）
教員組織と教育組織分離の全学的実施　大学の数理及びデータサイエンスの全国展開事業（協力校）採択
芸術文化学部附属技藝院（文化財保存・新造形技術研究センター）設置　データサイエンス推進センター設置　アイドリング脳科学研究センター設置
先進アルミニウム国際研究センター設置　未病研究センター設置　ダイバーシティ推進センター設置
先進軽金属材料国際研究機構設置
教育学部設置（人間発達科学部を改組）　大学院人文社会芸術総合研究科設置（大学院人文科学研究科、大学院人間発達科学研究科、大学院経
済学研究科、大学院芸術文化学研究科を統合・改組）　大学院総合医薬学研究科設置（大学院医学薬学教育部を改組）
大学院理工学研究科設置（大学院理工学教育部を改組）　大学院持続可能社会創成学環設置　大学院医薬理工学環設置　先端抗体医薬開発センター設置
サステイナビリティ国際研究センター設置（極東地域研究センターを改組）
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